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	応用
	抗原情報
	背景
	HES1 (Hairy and Enhancer of Split 1) は、bHLH 依存性遺伝子の転写を抑制することを主眼とする、塩基性ヘリックス-ループ-ヘリックス (bHLH) 転写因子の HES ファミリーの 7 つのメンバーのうちの 1 つです。HES1 は、分化を促進する遺伝子の転写抑制を介して、胚および成体の幹/前駆細胞の多能性を維持する上で重要な保存された役割を果たすと考えられています。転写に bHLH タンパク質を必要とする遺伝子の転写抑制因子です。MYOD1 および ASH1 の機能を阻害することで、筋形成の負の調節因子として機能する可能性があります。N ボックス モチーフ 5'-CACNAG-3' に高親和性で、E ボックス モチーフ 5'-CANNTG-3' に低親和性で DNA に結合します (類似性による)。 DNA 架橋損傷に対する機能的な FA コア複合体の応答において役割を果たす可能性があり、FA コア複合体タンパク質の安定性と核局在、および DNA 損傷に対する FANCD2 のモノユビキチン化に必要です。
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	SH-SY5Y 細胞溶解物における Hes1 発現のウェスタン ブロット解析。

